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サステナブル建築事例集／一般社団法人日本建設業連合会

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

Q2. 2. 耐用性・信頼性（自家発電設備、設備機器の二重化）

Q3. 1. 生物環境の保全と創出（緑地確保、バイオフィリックデザイン）

LR1.1. 建築外皮の熱負荷抑制（外断熱、サッシ2重化）

LR1.3. 設備システムの高効率化（放射冷暖房、デシカント空調、外気冷房、フリークーリング、LED照明、明るさ感制御）

LR1.4. 効率的運用（IoTサーバーを利用した統合管理）

BPI 0.79

BEI(通常の計算法) 0.35

LCCO2削減 54％

A. 環境配慮デザイン B. 省エネ・省CO2技術 C. 各種制度活用 D. 評価技術／FB

E. リニューアル F. 長寿命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産・施工との連携

I. 周辺・地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他
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自己評価

省エネルギーと快適性・健康性の両立を目指して

茨城県つくば市にある技術研究所は、開設から28年が経

過している。今回、一般執務、管理業務の拠点である本

館棟の北ウイングを省エネ改修し、さらに3階の1区画

（約400m2）をZEB化技術の実証エリアとして改修した

（写真1）。将来性の見込める技術の検証並びにショール

ームとしての機能を有し、実運用を通じて省エネ基準比

75％省エネルギーとなるNearly ZEBの達成を目指してい

る。また快適性・健康性に関する実証も併せて実施する

計画としている。当該建物計画では後述する3項目にコミ

ッショニングを加えた4つのコンセプトに基づき計画を進

めている(図1)。

断熱強化

省エネルギー・快適性の向上の基本となる断熱性能向上

にあたっては、躯体には外断熱工法を採用している。不

燃断熱材を既存外壁に接着し、表面は左官仕上としてい

る（図2）。断熱強化のみを考えれば必ずしも外断熱化の

必要はないが、居ながら施工の可能性など、今後の技術

的発展性を見越してのことである。また開口部について

は、既存高性能熱線反射ガラスが採用されていたものに、

室内側にインナーサッシを新設し2重化を図った。（図

3）これらの効果によりPAL*値としては0.79となっている。

空調と照明の省エネ化

熱源について特徴的な取り組みとして温排熱の利用が挙

げられる。本施設に先行して整備されたエネルギープラ

ントに由来するものである。本プラントは、将来を見越

して水素燃料を利用可能な燃料電池とガスエンジン発電

機により研究所敷地内、並びに自己託送により敷地外の

建設現場等に電力を供給している。発電時に発生する温

排熱は研究所内の給湯等に利用されるが、十分な余剰が

あるため本計画の空調熱源として利用することとした

（図4）。発生する排熱について冬季は直接暖房利用する

ほか、夏季には吸着式冷凍機を介して冷熱利用すること

としている。多くの場合冷熱利用には吸収式冷凍機が用

いられるが、今回は排熱温度が70℃程度であったことに
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よる。現状高コストであったが、エネルギーの面的

利用などの将来性に鑑みて採用している。吸着式冷

凍機では温排熱温度が低く済む一方、製造できる冷

熱温度が16℃程度に制限され、一般空調方式に直接

利用できなかった。そこで潜顕分離空調方式として、

天井放射冷暖房とデシカント空調による潜熱・外気

処理の構成としている。処理後の外気は床染み出し

方式により室内に供給される。以上の熱源、空調シ

ステムは本計画の主たる構成であるが、ZEBに関連す

る技術検証を目的とする本施設ではビル用マルチ空

調、空冷HPチラー、AHU等の一般空調機器も併設して

おり、比較検証が可能である。

照明システムとしては明るさ感に基づく照明制御を

行っている。これは机上面照度による従来の設計で

はなく実際視野に入る明るさに基づき照明出力を制

御する方法である。具体的には、空間内に6台設置し

た特殊カメラで空間の明るさ感分布を計測し、目標

とする明るさとなるよう、DALI規格に準拠する照明

システム機器にて、1灯ごと照明出力を調整している。

併せて電動ブラインドが外光と連動して自動で最適

制御することにより、快適かつ省エネとなるよう計

画している（図6）。

空調・照明制御についてはさらに快適かつ省エネと

なるよう、運用を続けながら改善していく必要があ

る。またバイタルセンサーなど、今後普及の見込ま

れる技術と環境制御の連動などの拡張性の検証も望

まれた。以上を実現する仕組みとして、IoT制御シス

テムを導入している。これは空調、照明など異なる

制御プログラムの差異を埋め、共通的なコマンドで

制御可能とする仕組みである。データ蓄積から運用

改善が担当者によって可能となっており、実証施設

としてのハンドリングを高めることに貢献している。

健康で快適な室内環境

放射冷暖房や明るさ感照明など、快適性が期待でき

る空調・照明システムに加えて、バイオフィリック

を意識し、室内緑化を実施した（写真2）。イニシャ

ル費用、メンテナンス費用に鑑み一部フェイクを織

り交ぜている。今後この効果についても検証を進め

る予定である。また室内什器配置にあたっては、既

往座席数を維持しつつコミュニケーションを促進す

るスペースやWeｂ会議に特化したスペース、図面等

を広げやすい長机のスペースなど、空間の多様性に

配慮している（図8）。以上の取り組みにて、当該建

物が今後の建築空間のあり様に関する多面的な探索

に寄与することを期待している。
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写真1 対象建物外観（写真左が改修対象）

図1 取り組み概要図

図5 空調システム

図4 エネルギー供給の流れ

写真2 内観

図7 IoTシステム概要

図8 空間計画

図2 外断熱構成 図3 開口部構成

図6 照明システム
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ZEB化技術の検証拠点


